
平成24年３月橋本市議会定例会会議録（第３号）その５ 

平成24年３月６日（火） 

                                      

○議長（井上勝彦君）日程に従い一般質問を

行います。 

 順番12、８番 中西君。 

〔８番（中西峰雄君）登壇〕 

○８番（中西峰雄君）それでは、議長のお許

しを得ましたので、一般質問を始めさせてい

ただきます。 

 まず１番でございますが、縮小型社会と経

済政策についてという大上段から振りかぶっ

たような質問でございます。 

 １番、縮小型社会、人口オーナスの時代と

言われる中、本市長期総合計画では人口を平

成29年に、今から約５年先になりますが、６

万7,000人と予測しておりました。しかしなが

ら、既に現段階で住民登録の人口数は６万

7,500人を切っておりまして、計画よりも相当

早いペースで減少してございます。ちょうど

来年がこの長期総合計画の見直しの時期にな

るんですけれども、本市の状況をどうとらえ

ているのか。そして、この見直しの中でどう

いう方向で見直しをしていくのかということ

をお尋ねいたしたいと思います。 

 ２番、そういう減少型の社会の中で、まち

の衰退に直結する人口減少に歯どめをかける

すべは、所得と雇用をどう生み出すかという

ことにかかっているように思います。今、市

長は率先されて企業誘致に取り組んでいるの

もその一つであろうと思います。それはそれ

で大変高く評価させていただいているわけで

ございますけれども、それ以外の積極的な経

済政策が必要ではないでしょうか。 

 従来、民間が活力を発揮できるように基盤

整備等の環境を整えることが行政の守備範囲

であるととらえるのが一般でございます。し

かしながら、民間にその活力がない、あるい

は少ない場合には、行政も積極的にその活力

を生み出すことに、あるいはリスクをとるこ

とにかかわっていく必要があるのではないで

しょうか。 

 こう言いますと、全く真逆の主張をしてい

るように思います。といいますのは、夕張の

例を引くまでもなく、行政が第三セクター等

に取り組んで大穴をあけたという事例がたく

さんございます。死屍累々と言ってもいいぐ

らいの失敗例がたくさんございます。そんな

中で、あえて私は真逆のことも考える必要が

あるんじゃないかなという提案をさせていた

だきたいと思います。 

 古くは明治政府が、江戸時代が終わりまし

てもまだ民間にそれだけの活力がない、力が

ないときに官営の八幡製鉄所、鉄は国家なり

の製鉄所をつくりました。あるいは官営の富

岡の製糸工場をつくって殖産興業を図りまし

た。そういう歴史的な事例もございます。 

 私がここで言いたいのは、民間活力、民間

活力と言いましても、実際にその活力がなか

なか本市は望みがたい状況にあるのではない

かなということでございます。今議会でも産

業振興条例が上程されておりますけれども、

そのパブリックコメントの中でも、民間の力

ということを言われていますけれども、それ

だけのことはないんだと、それだけやる力が

ないんなら、行政のほうももっと市内業者に

気を配ってほしいというようなコメントがあ

ったと思います。これは建設関係の方のパブ

リックコメントかなというふうにも思います

けれども、そういう状況にあると私は判断し

ております。 

 ここでこういうふうに言いますと、市が直

接商売をしなさいというふうに聞こえるかも
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しれませんけれども、私は決してそれだけを

言っているのではありません。要するに、中

国の開放経済のときに、鄧小平首相が言った

白猫黒猫論というのがあります。これは何か

といいますと、白い猫でも黒い猫でもネズミ

をとる猫はいい猫だということです。これは

要するに民間がやっても行政がやっても第三

セクターがやっても、結果がよければそれで

いいじゃないかということを私は言いたいん

です。行政がビジネス、商売をすることは禁

じ手であるという考えが一般的、あるいは主

流と言ってもいいんじゃないかと思います。

しかし、果たしてそうなのかなと。確かに死

屍累々の失敗例が全国至るところにあるわけ

ですけれども、成功事例がないわけではあり

ません。 

 一例を申し上げますと、大変少ない中では

ございますけれども、島根県の隠岐島の隣に

中ノ島というところがあります。本当に近い

ところですけれども、ここは第三セクターを

つくりまして、町おこしをしまして、相当の

成果を上げている。今年度も売り上げも伸び、

そして黒字経営になっていると。大変小さい

町です。2,400人ぐらいの町ですけれども、５

年間で200人ぐらいの若い人が入ってきた。

2004年から2009年の間、144世帯、234人のＩ

ターン、Ｕターンがあると。しかも、その中

でも20代から40代の人が多いと。これは、山

内町長という方が一生懸命町の産業の町おこ

しに取り組まれた成果であると思います。こ

こは、本市でもよそでもなかなか考えにくい

ようなことをしています。職員がお金がない

からできないと言ったのを一喝しまして、金

がないなら知恵を出せということで、ここは

海産物を売っていくということで、ＣＡＳ冷

凍、正確に言いますと、セル・アライブ・シ

ステム冷凍というそうですけれども、これで

魚介類を新鮮なまま市場に届けるという設備

をするのにお金がない。お金がないのでどう

するかというと、ここは海士町というんです

けれども、海士ファンドというのをこしらえ

ました。海士ファンドとは何かというと、民

間から出資を募ります。一口50万円、７年後

に返済をするんですけれども、町が元本保証

してやっているんですね。資本金約１億5,000

万円の会社ですけれども、こんな大きなリス

クを町が覚悟を決めて商売したと。しかも、

今それがうまく回っていると。こういう例も

あるわけです。 

 ですから、私が提案させていただきたいの

は、橋本市もこれまで、国民宿舎もあります

し、いろいろやって成功と言いがたいことが

いっぱいあるんですけれども、だからといっ

て、行政は商売に手を出すべきではないとい

う決まりきったやり方からちょっと変えてみ

たらどうかなというふうに思います。ですか

ら、こういう経済政策といいますか、産業政

策といいますか、それについて、市がしっか

りと取り組んで、民間に任せるだけじゃなく

て市も覚悟を決めてやっていくということが

必要なんじゃないですかということで、ご答

弁お願いいたします。 

 ２番、庁内コミュニケーションについてで

す。 

 これは、従来のピラミッド型あるいは階層

型のマネジメント、経営形態から、今、組織

の構成員の下のほうから、あるいは横の関係

から、多様な衆知を結集するマネジメントと

いうものが生まれてきております。日々の業

務改善はもちろんですが、本市の施策すべて

に対しまして、職員が積極的に物を考え、そ

れを交流させる組織風土と仕組みが必要と思

います。 

 その中で、まず１番としましては、パブリ

ックコメントもいいんですけれども、自分の

属している組織、市役所の職員が、自分の組
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織がいったいどっち向いて行っているのかと

いうことで、もっともっと関心を持って物を

考え、意見を述べ、議論をする。そういう組

織風土にしてほしいなと。そういう仕組みが

必要なんじゃないかなということでございま

す。 

 それは、サイバー上、ウェブ上で簡単にで

きるんじゃないかなとふと思ったんで、それ

を聞かせていただきます。ただ、これは聞い

たんですけれども、私も知らなかったんです

が、今、市のほうでも電子会議室というのが

ありまして、そこでできるようになっている

そうです。なっているそうですけれども、実

際のところ開店休業状態になっている。これ

は、形はつくったんだけれども、使い方、仕

組みにもう少し工夫が要るんじゃないかなと

思いますので、その辺をお尋ねいたします。 

 ２番目、すぐれた意見や提案に対する表

彰・褒賞制度はできませんかということです。

これも若干あるようでございますけれども、

どうなっているかお尋ねいたします。 

 ３番目、横の政策研究グループ創出の奨励

制度はできませんかということです。職員は

今、大変職員数も減少している中で仕事がた

くさんあって、仕事に追われているので、な

かなかよそのことまで考える余裕がないとい

うのが実態かなと思うんですけれども、自分

の日々の業務の改善、これはトヨタの改善運

動を見てもわかるように、ずっと職員さんが

日々の業務の中で改善を考え、そして提案を

していくという風土が必要なわけで、その風

土を生み出すためにどういう工夫をされてい

るんですかということが一つ。 

 もう一つは、新しいマネジメントというこ

とを言いましたけれども、レベルが全然違う

ので参考にならないかもしれませんけれども、

こういう例があります。アメリカにグーグル

という会社があります。グーグルという会社

はめちゃくちゃ社員がハイレベルで、ちょっ

と比べ物にならないといえばならないかもし

れませんけれども、例を言いますと、グーグ

ルでは、コアなビジネスの部分に70％、周辺

の部分に20％、それ以外の自治体の電子化等

の部分に10％という力の入れ方をしています。

従業員というか研究員ですけれども、20％は

自分の業務以外の仕事に時間を充てることが

できる。20％か10％かはともかくとして、時

間に追われているのはわかるんですけれども、

自分の業務以外に、横で新しい政策であった

りとか事業であったりというようなものを、

勤務時間内に堂々とできるシステムみたいな

ものがあればすばらしいなと。それは本当に

自主的な取り組みが必要と思います。仕事は

やらされ感の中でやるといいものが出てこな

い。グーグルの例で言いましても、新規事業

の約50％ぐらいが周辺の遊びの時間というん

ですか、自分の本分以外のところで生み出さ

れているというのがあります。 

 そういうこともありますので、本当に組織

として組織の風土、やりがいのある、働きが

いのある、自分の情熱を傾けられる、そうい

うような風土に変えていってほしいなと。そ

のための仕組みと取り組みというのをお願い

したいなと思います。この点についてご答弁

よろしくお願いします。 

○議長（井上勝彦君）８番 中西君の一般質

問に対する答弁を求めます。 

 市長。 

〔市長（木下善之君）登壇〕 

○市長（木下善之君）中西議員の質問の中で、

経済政策に対する姿勢についてでございまし

て、非常に格調の高いご質問に答えがどこま

でできるかは若干疑問でありますが、申し上

げたいと思います。 

 昨今の日本経済全体が非常に長期デフレの

傾向にございまして、追い打ちをかけるよう
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に東日本大震災、あるいはタイの洪水問題に

より日本企業350社に及ぶ浸水災害があった

ようでございます。欧州の経済危機による円

高などの影響も受けてございまして、国は昨

年末の貿易収支で31年ぶりの赤字決算となり

ました。また、内需も一向に上向く機運がな

く、日本経済は緊張感を持った非常に厳しい

状況にございます。 

 議員の皆さまも既にご承知のことと存じま

すが、先日半導体の国策会社とも位置づけら

れたエルピーダメモリが破綻し、約4,480億円

という、製造業の倒産としては過去最大の負

債となりました。また、スバル360で名実とも

に有名になった富士重工が、業績不振のため

54年間の軽自動車生産から撤退する発表がさ

れました。今まで親しまれてきたユーザーに

惜しまれておるのが現状でございます。さら

に、パナソニックやソニーなどの日本を代表

する大企業におきましても、本年度新聞紙上、

テレビでも出ておりますように、数千億円規

模の赤字決算見込みとなる状況にございます。 

 このような情勢の中、地方自治体の産業状

況におきましても、国策による好転は期待で

きそうにありません。この時代、地方が生き

残っていくためには、各自治体においてリス

ク負担を恐れない積極的な経済政策が必要で

あると考えておるところでございます。各職

員の衆知を結集し、アイデアを生み出しまし

て、費用対効果も当然視野に入れる中で、あ

る程度の思い切った決断も必要であるんでは

ないかと私は思ってございます。 

 そのような折から、現在積極的に取り組ん

でいる市外、県外の製造業を中心とした企業

誘致はもとより、農林業やサービス業などに

に特化した企業誘致等の産業起こしを支援し

ていくことが必要であると感じております。

只野・恋野地区の市有地などを利用した産業

起こしを推進していくことも、将来に向けて

は効果が出てくるんではないかと思ってござ

いますし、産業基盤の整備の話等々もござい

ますが、特に現今におきましては、市街地の

区画整理事業も私なりにある程度見通しが立

ってきたなと思っておるところでありますし、

また農地の基盤整備におきましても、吉原で

50万㎥の京奈和の残土を利用して盛んに造成、

フラット化しておるわけであります。近代農

業をめざしてやっておるということ、また西

畑地区におきましても、今年度から３カ年で

39万㎥の京奈和の土を利用しての近代農業を

やっていく。そういうこともあるわけでござ

います。ある程度のリスクを背負ってでも、

長期的な視野でとらえた本市の経済活性化に

かんがみ、起業を志す者への支援に取り組む

べきだと思ってございます。 

 厳しい市の財政状況の中ではありますが、

このまま放っておくとますます地域経済が縮

小していく状況の中でございまして、市とし

ましても地域の住民の起業計画や民間の起業

を積極的に支援してまいりたいと思ってござ

います。市の活性化を図るためには、やはり

にぎわいのあるまちを構築していかなければ

ならない。これはもう皆さんご承知のとおり

でございます。まず、それには市内の就労者

の人口を増やしていくということ。今は非常

に下がってきておるのが事実でございます。

これをどうして増やしていくかということが

先決でございます。 

 第２点目には、観光面におきましてこれか

ら少し力を入れてまいりたいなということで

ございます。ご承知の「やどり温泉いやしの

湯」のオープン、あるいは紀伊見荘が４月に

オープンの予定でございますし、またルート

インホテルも平成26年夏に完成という約束を

取りつけておるわけでございまして、そうい

うのが勢いどんどんと立ち上がりますと、果

たして永続してそれが成長していくかという
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ことが大きな課題だと思うんです。立って見

とったらええわというものじゃないんです。

これは私の責任であります。それに向けても

非常に頭が痛いわけですけれども、これをど

うして、何百人も毎日入れていくということ、

これは大変なことだと思うんです。これが今

後の橋本市の方向として最大のものであろう

と思っております。 

 したがいまして、日夜考えておりますけれ

ども、どうしていくかということで悩んでお

るわけでございますが、これらの三つの宿泊

施設におきましても、だいたい雇用70人ぐら

いをめどに立てております。それは市が力を

入れないと、倒産してしまったらこれはまた

もう全部どうもならんわけであります。 

 そういう面でどうすればいいかというと、

私はやはり平成24年度から商工観光課のほう

へある程度力点を置いた考え方を持って、平

成25年度からは、職員も限られた人数でも倍

増するぐらいの体制、倍はちょっと訂正して

おこうか、いくらか増やしてそれにかけない

と、私は橋本の未来は無理だと思ってござい

ます。そういうことで、それは観光とどうし

ていくかというと、やはり北の金剛葛城岩湧

山系がございますが、これがダイヤモンドト

レール、いよいよ去年から我々10の市町村と

連動で会議をしたりやりかけておるわけでご

ざいますので、とにかくこれらだけ頼っても

だめでありますけれども、できるだけそうい

う北のダイヤモンドトレールを生かしていく

とか、今後葛城岩湧山系の登山でとか、ある

いは南におきましては黒河道、今度議員の皆

さんも28日か29日だったか、行くんでという

ことだったので、これは結構なことだなと思

っておるんですけれども。（発言する者あり）

まだ時間は十分あるようでございますので。 

 そうしたものも入れながら、幅広く観光の

視野というもの、あるいは御幸辻の岡潔先生

のことも、来週ですか、紀見峠に行くんです

よ、話し合いに。場所の問題等々もあるわけ

ですが、そうしたものをできるだけ展開して

いって、そして他府県のそういうお客さんを

どんどんと橋本市へ入れていくということ、

これはやはり非常に大事であろうと思うわけ

であります。 

 いろいろと申し上げたいんですが、時間を

短くということでございますけれども、この

間も職員36人が退職、勇退されるということ

でありますけれども、皆さんはやめられて何

をするんよということの中から、一回自然薯

の栽培の講習会をやろうやということで立ち

上げて、七、八人寄ってくれたんです。橋本

市を自然薯の特産にしていこらと。あれは重

労働ではないんですから、私が言うと退職し

てぶらぶらしとるというのは、これは非活性

化になってしまうんで、活性化を図っていく

ためには、職員は私よりも16も17も年が違う

んですよ。それで私は先頭に立ってやってい

くという旗を上げてあるんです。それが成功

するかせんか、職員がどれぐらい、これは達

成感の一コマでありますけれども、そういう

ことをあらゆる点でつかんでいって実を上げ

ていくということ、これが非常に大事じゃな

いかなと。そういう面で、ひとつ議員の皆さ

んにもお力添えをいただきたいと思います。 

 いろいろ申し上げましたけれども、残余の

件につきましては、担当参与より説明をいた

させます。 

○議長（井上勝彦君）理事。 

〔理事（吉田長司君）登壇〕 

○理事（吉田長司君）はじめに、本市の人口

減少について、長期総合計画の見直しを踏ま

えた現状からお答えします。 

 議員ご指摘のとおり、本市の平成24年１月

31日現在の住民基本台帳登録人口は６万

7,448人となっており、長期総合計画で想定し
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ています推計値を上回るペースで人口が減少

しています。本市のみならず、日本社会全体

における大変大きな問題として、人口減少が

進んでいます。 

 平成20年度を計画のスタートとする長期総

合計画では、その対策として、人口減少を最

小限にとどめるため、子育て支援や企業誘致

等の施策を積極的に展開するとしています。

また、人口減少の主要な原因である少子化の

対策のため、橋本市次世代支援行動計画を策

定し、これまで保健、福祉、教育等の各種施

策を総合的、計画的に展開し、子どもを産み

育てやすいまちづくりを進めてまいりました。 

 本年度から、さらに少子化に直接結びつく

晩婚化や未婚化に対し、結婚する意思を持ち

ながらも相手にめぐり合っていない独身の男

女に、結婚のきっかけとなる出会いの場を創

出する婚活支援推進事業を実施しています。

平成24年度当初予算には、その追加支援とし

て、婚活・ご成婚補助金や新婚世帯住宅取得

補助金についての予算を計上しているところ

です。 

 また、少子化がその後の生産年齢人口の減

少につながっていくわけですが、働き場所が

少ないため、若者等の流出を招いていること

から、議員もご承知のとおり、地域経済の安

定した発展や雇用機会の確保のため、製造業

を中心とする企業誘致に精力的に取り組み、

生産年齢人口の減少を何とか食いとめたいと

考えています。 

 このように、本市の人口減少に歯どめをか

けるべく努力をしているところですが、平成

12年度国政調査以降、国立社会保障・人口問

題研究所による将来人口の推計について、大

変厳しい数値も出されています。日本社会が

過去に例を見ない急激な人口減少社会が到来

している中、大量生産、大量消費、大量廃棄

の拡大型社会から、現実に進行している人口

オーナスを直視し、国民全体が問題意識を共

有し、国を挙げて縮小型社会への大転換を図

る必要があると考えております。 

 その認識のもと、来年に予定しております

長期総合計画の見直しについては、中期財政

計画を中心に、各分野の計画を精査し、整合

性を確保の上、人口減少対策を最重要の課題

として、限られた財源をもとに選択と集中の

視点から後期計画を策定してまいりたいと考

えておりますので、ご理解のほどよろしくお

願いいたします。 

 次に、庁内コミュニケーションについての

１点目の職員の意見を聞き、意見を交流し、

戦わせる仕組みが必要ではないかとのおただ

しですが、従来から新しい計画を策定すると

きには関係課が集まり論議し、意見交換も十

分行っているところです。現在、行政改革推

進本部専門部会として、課長補佐を中心に12

人で構成された保健福祉センター開設準備部

会を立ち上げ、保健福祉センターオープンに

より、健康・福祉部門が同一フロアとなるこ

とでの組織のあり方、また市民協働の拠点と

なる市民活動センター運営のあり方等につい

てを協議しています。また、もう一つの部会

として、課長補佐を中心として10人で構成さ

れる建設事業部会を立ち上げ、複数の事業と

して実施する総合交付金制度の対応や、建設

事業関係課のオフィスフロア配置計画などを

協議しています。その他所属長20人で構成さ

れる男女共同参画計画策定庁内検討委員会な

ど、部局を越えて横断的に構成されたメンバ

ーでさまざまな施策について協議がされてい

るところです。 

 また、サイバー上でもできないかとのおた

だしですが、以前イントラネットで電子会議

室で設けられていましたが、利用者が集まら

ず、現在は休止状態となっています。県のよ

うに、広域に職員が配置されている場合など
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は有効ですが、市役所の場合すぐに職員が集

まって会議ができることから、現在のところ

は実施できていないところです。しかし、だ

れもが業務改善や市の施策に対し、自由な時

間帯に意見を述べ合えることのできる環境を

整えることは必要なことと考えますので、イ

ントラネット内に職員の意見欄のようなもの

を検討してまいりたいと考えております。 

○議長（井上勝彦君）８番 中西君、再質問

ありますか。 

 ８番 中西君。 

○８番（中西峰雄君）順番に再質問してまい

ります。 

 まず、１番の人口の話なんですけれども、

なぜ私がこれを聞いているかということは、

事前にもお話はさせていただいていたんです

けれども、要するに人が減っていくというこ

とに対して、住民の皆さん、私も接しさせて

いただく住民の中からでも、人が減っていく

からそれに対して対応していって学校減らす

でとか、そういうこと、おまえら能なしかと

いうような声があるわけてす。人を減らさん

ようにするのが行政の仕事やろというお声を

ちょうだいします。それに対して、私が感じ

ますのは、確かに減っていくのを少しでも緩

和させるような努力というのは、これは必要

なんですけれども、やはり市の将来の経営を

考えていく上では、減っていく、減ることを

前提に物事を組み立てていかないといかんの

じゃないかなと思っています。 

 ２点目のすぐれた意見や提案に対する表

彰・褒賞制度についてですが、本市では職員

提案制度を実施しており、本年度は15件の提

案がありました。このうち、災害時における

無線機の配布と新婚世帯持家取得補助の２件

が採択されております。採択された職員の提

案には、市長表彰を行っているところですが、

褒賞制度については今後調査研究をしていき

たいと考えております。 

 ３点目の横の政策研究グループ創出の奨励

制度についてですが、過去には平成19年度で

各部から代表者数名を選出し、15人で構成さ

れた橋本市協働の指針策定検討会において、

協働のあり方について基本的な考え方や施策

の方向性を示す市民団体・自治会・ＮＰＯ等

と行政との協働の指針について検討を行った

ことをはじめ、平成21年度でも各部から課長

補佐級を選出し、18名で構成された市職員紀

の川祭検討委員会で紀の川祭事業内容、実施

時期や他のイベントとの連携、市民の意見を

どのように反映できるかなどについて協議し

ており、また市技術職員で構成された全建橋

本支部･21世紀まちづくり研究会では、市職員

に建設事業全般についての理解を深めてもら

うことや、市のまちづくりについて学習・研

究・建議することなど、資質向上に取り組ん

でいます。 

 というのは、市の予算を組むときでも、歳

入は少な目に、歳出は多目に組まれています

よね。企業でも売り上げをめちゃめちゃ希望

的な売り上げ予測で経営はされないわけです。

この長期総合計画というのは確かに希望的な

ところはあります。ありますけれども、それ

では私はいかんのじゃないかなと。やはり、

現実はこれぐらい減るということを覚悟しな

ければならない。だけども、それを何とか、

減少を少なくしたい、あるいは人口を多くし

たいというような表現でないと、今の長期総

合計画を作成するときでも、６万7,000人とい

う数字はもう私の目から見ても明らかに過大

でした。過大でしたけれども、これは計画と

いいますか、希望といいますか、そういうも

のだからという説明を裏で受けたんですけれ

 今後、さらにこのような取り組みができる

ような環境整備に努めてまいりますので、ご

理解賜りますようよろしくお願いいたします。 
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ども、もうそういう甘い考え方で物事を取り

組んでいったら、人の数というのは企業でい

うと売り上げ、あるいは収入に、直接行政の

場合かかわってくるんですね。あるいは需要

もそうです。需要もどれだけあるか。それは

人の数によって直接響いてくるわけです。で

すから、需要予測とか経営計画をつくるとき

に、希望的な数字でそれをつくってもらった

ら困りますので、来年度見直しをされる中で、

その辺の表現をどうされるのかと。どうされ

るおつもりですかということを私はお尋ねい

たしたいと思います。 

○議長（井上勝彦君）８番 中西君。 

○８番（中西峰雄君）そういうふうに、要す

るに夢と現実というものをわかりやすく計画

していただきたいなというふうに希望いたし

ます。よろしくお願いします。 

 では２番です。２番で市長にも答弁いただ

いたんですけれども、私がここで申し上げた

かったことにもうひとつ答えていただいてい

ないのかなというふうに思います。 

 というのは、先ほど白猫黒猫論というのを

申し上げましたけれども、要するに、行政の

方々と話をしておりますと、あるいは一般の

方ともそうなんです。私がこういうお話をし

ますと、それはとんでもないという方がほと

んどです、正直言って。行政の方ばかりじゃ

なくて、住民の方でも、そんな市役所が商売

するの、そんなあほなという方がほとんどな

んです。現実のところ。それをあえて私は申

し上げているんです。というのは、本当に産

業振興条例の中のパブリックコメントに書か

れた方、１人いらっしゃいましたけれども、

そういう状態なんですね。民間に力があれば

民間がやっているんです。ところが、民間が

力がないから行政何とかしてよという気持ち

なんです。だから、行政がするのが好ましい

と私も思いません。本来は民間が活力を持っ

てやっていただくというのが本来の形だろう

と思いますけれども、行政が、自治体が商売

をして悪いというものでもないだろうという

ことなんですね。先ほど島根県の海士町の例

も申し上げましたけれども、ここは本当に覚

悟を持って、腹を決めてやっていますよ。や

って成果を出しています。従業員も20人就労

しています。全く成功例がゼロではない、少

ないですけど、失敗例のほうが圧倒的に多い

ですけれども、成功例もある中で、やはり行

政も積極的に雇用と所得を生んでいくんだと、

起業していくんだという姿勢で、経済対策、

○議長（井上勝彦君）８番 中西君の再質問

に対する答弁を求めます。 

 理事。 

○理事（吉田長司君）現在の長期総合計画の

中では、子育て支援とか企業誘致ということ

を書いてございましたけれども、そのもくろ

みというのか、算出の中には、企業誘致の中

で、これは平成29年に1,738人、その数字をし

ているわけでございます。そういうことで、

６万7,200人を予測した中で６万7,200人とい

うことになってございます。ということで、

現在の長期総合計画の中で、その辺の数字が

非常にわかりにくいところがございます。そ

ういうことで、実際厳しく減少を見た場合こ

うなっていきますという数字と、子育てとか

企業誘致の中でどれだけ見込んでおるんやと

いうことのわかりやすい形のものにしていき

たいなと。長期総合計画では1,500人見ている

けれども、どの辺からどう伸びてというのが

わからない。バックデータでしか表現してい

ないということになってございますので、こ

の後期の５年間の長期総合計画については、

人口の見直しと一緒に、どういう形で、実際

こうなっていくんだけど、施策の中でこれだ

け増やしていくんだと、わかりやすい形の数

字にしていきたいと考えてございます。 
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まちおこしに取り組んでほしいという希望を

申し上げているんです。 

 例えば、具体例で申し上げますとあれです

けれども、申しわけないんですけれども、紀

伊見荘ありましたね。紀伊見荘はうまいこと

次の経営者にやっていただくわけですけれど

も、紀伊見荘にしましても、宿にしましても、

指定管理に出していましたけれども、指定管

理に出して、そこの経営がうまくいくかどう

かということについて、市の商工が自分の商

売として取り組んできたんですか。多分そう

じゃないんじゃないのかなと思うんです。お

願いしてやっていただいているので、そこで

何とかやっていただいたら、それでいいのか

なという感じでやってきたところがあるんじ

ゃないかなというふうに私は思うんですね。 

 だから、例えばいろんなことが考えられる

んですけれども、市が直接第三セクターを立

ち上げてやるというのも一つでしょう。それ

から、いろんな起業の提案を募っていく。そ

の中で、経済関係の方に、あるいは銀行の方

にも入っていただいて、それを審査して、そ

こに優遇措置を働いていくというような、い

ろんなことがあるんですけれども、それに十

分取り組めていないんじゃないかなと。市内

の商工業者、商工会議所とか商工会とよく相

談してというのを担当の方から聞くんですけ

れども、僕はそれだけではだめなんだろうな

と思います。というのは、いろんな外の人、

今もケービックスさんは外の方ですけれども、

外の企業、あるいは事業家の力もこっちに持

ってくると。持ってくるについて、市のほう

もいろんな提案を受けていきますよと。事業

計画を受けてそこで精査して、海士町の例じ

ゃありませんけれども、そこで市がかなり大

きな腹もくくって、債務保証もして計画に協

力しますよと、そういうぐらいのことでない

と、なかなかこの田舎で、経済の活性化とい

うのは難しいんじゃないかなというふうに思

うんです。 

 だから、必ずしも市が直接債務保証せいと

か、あるいは第三セクターで事業をしなさい

というんじゃないんですけれども、そういう

こともありなんだという姿勢を持ってほしい

なと。あるいは、補助事業があるからやるじ

ゃなくて、見通しのあるものは腹を決めてや

るんだというぐらいの姿勢を持っていただき

たいなということでこの質問を出しています

ので、これについて再度答弁お願いいたしま

す。 

○議長（井上勝彦君）経済部長。 

○経済部長（岡松克行君）ただ今のご質問に

お答えをさせていただきたいと思います。 

 大変行政としては難しい問題になろうかと

思います。その中で、議員がおっしゃられま

した島根県海士町、ここにつきましては、人

口が減っていく中で、若い世代が町から離れ

るという典型的な高齢化の過疎地だと認識を

しております。これを危惧した中で、住民が

一緒になって議会、行政、島丸ごとブランド

という自立促進を図った中で、町でとれた新

鮮な海産物を素材として、瞬時に凍結すると

いう新しい技術を踏まえた中で、都市の消費

者に直接届ける取り組みをなされております。

この町が持っておられる地域資源、これにつ

いては海産物等で特異なところもあるのかと

思います。このような事例からも、本市にお

きましては独創的な振興策が必要であるとは

理解しています。それによりまして、今後事

業者、経済団体、市民等から積極的なアイデ

アをいただきながら、ご意見をいただいて、

環境づくりを整えていきたいと考えておりま

すが、確かにこの問題につきましては大きな

問題でございますので、今後いろいろ検討を

させていただきたいと考えております。 

○議長（井上勝彦君）８番 中西君。 
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○８番（中西峰雄君）私もこういう質問を出

しても答弁に困るだろうなと思いながら質問

させていただいています。確かに難しいとこ

ろですね。市民から預かったお金をリスクの

ある商売に投じるということは、本当に考え

なければならない、難しい課題かなと思いま

すけれども、私はあえてそれも一つのまちの

経済政策なんではないかなと。成功するのが

わかっているんであれば皆するんですよ。リ

スクがあるからようせんのです。そのリスク

を市がとってやっていく。とれるリスクはと

ってやっていくという姿勢で、この経済政策

に取り組んでいってほしいなと。再度、私も

勝手なことを言っていますけれども、皆さん

からのご批判も賜りながら、そういう方向で

経済政策をできたらなと望んでございますの

で、よろしくお願いします。 

 最後のほうにいかせていただきます。もう

あと11分しかございませんけれども、要する

にここは組織で、橋本市の行政は当然住民の

ためにあるんですけれども、橋本市の運営が

うまくいくかいかないかに一番利害関係を持

っているのは、住民よりもむしろ私は職員じ

ゃないかなと思うんです。自分たちの処遇に

直結してくる。このまちが栄えていく、ある

いは行政がうまく運営されていくかどうかと

いうことは、自分の将来にかかわってくる話

なんですね。だから、そういう人たちが自分

の組織、会社がいったい何をしようとしてい

るのかというときに、真剣に自分のこととし

て考えて物を言って議論をしていく風土、そ

して仕組みがないといかんのじゃないかなと

いうふうに思うんです。本当にそう思うんで

す。 

 例えば、いろんな取り組みの例もお話しい

ただいたんですけれども、パブリックコメン

トも確かに大事なんだろうと思います。しか

し、今回も来年度予算で新規事業というのが

いくつか、かなり大きいものも含めて取り上

げられていますわね。そのことに対して、組

織の中の人がどう考えるのか。これもやはり

僕は聞いてみるべきだろうと思うんですね。

これを踏まえて市長が最終的に決断される。

それはそうなんですけれども、正直申し上げ

て、職員が仕事をされている中で、やらされ

感の中でやられているということも結構ある

んだろうと思うんです。こんな施策と思いな

がらも仕事だからやっている。それは声に出

せない。あるいは、よそでやっていることで

も、自分の仕事以外のことだから口出しをす

るのはやめておこうと。そういう組織という

のは僕は活性化しないと思う。おもしろくな

いし活性化しないと思う。 

 だから、サイバー上で、ウェブ上でという

話をさせていただいたのは、簡単にできると

いうのが一つあります。それと、本名でとい

うのはあるんですけれども、確かに責任のあ

る発言というのは本名で本来すべきだと思い

ます。ところが、日本人は奥ゆかしいんです

よね。奥ゆかしくて、会議でも本音をなかな

か言わない。言いにくい世界、世間なんです

ね。だから、ここでも仮名の使用も含めて、

もっともっと検討する必要があるんじゃない

かなというふうに思うわけです。 

 提案の改善の運動にしましても、いくつか

あるというふうに聞いておるんですけれども、

極めて少ないですね。私なんかも今、議会の

改革ということでやっていますけれども、議

会の中でも、やはり変えたいなと思っている

部分があります。新規の来年度の予算につい

ても、私はこれはどうなのかなと思うのもあ

るんです。ある中で、組織の人間がそれがな

いはずがないだろうと。なきゃおかしいだろ

うと思うんですね。ないなら、それはもっと

もっと自分の組織について考える、毎日毎日

いろんなことを考えるという習慣、風土、そ
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して仕組みというのをもっと考えていく必要

があると思うんです。昔の階層型の上からの

意思を末端まで伝えて、そして運営をしてい

くという組織体は古くなってきていると思い

ます。先ほど申し上げたグーグルだけじゃな

くて、例えば日本でいいますと、星野リゾー

トもそうですし、アメリカのいくつかの企業

でも新しいマネジメントというのが出てきて

います。それも十分検討いただいて、もう一

つ言いますと、政策調整会議ありますね。政

策調整会議に乗せることというのは、その関

係の方以外は組織の人は知らないわけでしょ

う。あるいは、幼保一元化計画をつくるとき

でも、じゃあ出先の幼稚園、保育所の先生方

は知っているんですか。わかっているんです

か。これに対して物を言う機会はあったんで

すかというのがあります。特に、政策につき

ましては、一般職員からもっともっと自由に

アイデア、意見、そして意見に対する意見を

戦わせることのできる風土にしていってほし

いなと希望します。答弁を求めてもあまり答

弁いただけないかもしれませんが、ちょっと

いただけますか。 

○議長（井上勝彦君）理事。 

○理事（吉田長司君）確かに、今まで細分化

し過ぎてセクト的な議論が多かったわけです。

それと、縦のつながりの中で、自分のところ

だけという考え方もありますし、職員が閉塞

感を持っているところもあります。ただ、私

が紹介させていただきました検討委員会、課

長補佐級ということで、中心でやらせていた

だいたのは、課長補佐というのが一番経験も

ありますし、自由な発想もあります。そうい

うところでテーマを与えて議論していただく

と、かなりいいものが出てくるということで、

一回やったらよかったなということで、そう

いう委員会を多く持ってもらっているような

状況でございます。そういうことで、政策調

整会議の中身につきましても、企画経営室の

イントラの中で紹介しているような状態でご

ざいますし、今後そのイントラネットを使っ

ていろんな情報交換ができるような形を考え

ていきたいなというふうに考えてございます。

私のようなもう年寄りが考えるのよりも、若

い人にそういう形を任せていきたいなという

ふうに考えてございます。 

○議長（井上勝彦君）８番 中西君。 

○８番（中西峰雄君）本当にそうですね。自

分よりも賢い人が世の中にいっぱいおります

ね。だから、多分役所の中でも、個人個人そ

れぞれ差はありますけれども、すぐれた能力

の方というのはいらっしゃるんだろうと思う

んです。そういう人材リソースを本当に生か

すような組織体にするように努力していただ

きたいなと希望して、私の質問を終わらせて

いただきます。 

○議長（井上勝彦君）これをもって、８番 中

西君の一般質問は終わりました。 

 この際、３時30分まで休憩いたします。 

（午後３時16分 休憩） 
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